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県 支 出 金
地   方   債
受益者負担

4,5461,163

262

8,679

平成２１年度 計画内容

4,546 8,586

1,515 2,862
1,515 2,862

8,586

2,4131,964

5,893
1,964

旅費

運営委員報酬

2,862

5,986 10,026

目標

実績

目標 2
実績 1

1,440

運営委員報酬
事業推進報償費
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事業推進報償費

103
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関連事業
年度

　委託先

平成２０年度 決算内容

　

3

建設用地

建設面積（延床面積）

規模・構造

1

市内の類似施設

2

総事業費 千円

配置（予定）人員 人

4
年間運営費

Ⅰ

対象等（何を、誰を）

小学校区の１年生から６年生までの希望する児童

（※対象件数

根拠法令・要綱等 次世代育成支援対策推進法

千円

２次評価対象分

行革大綱の重点事項番号

事業種別 継続 補助 事業類型

2

伊賀市内の2小学校で、学校の空き教室や集会所を利用した
安全安心な居場所を提供する、放課後子ども教室推進事業。
新居小学校
　平日の放課後から午後６時まで　安全管理員　１９人
　学習・外遊び・折り紙・バレーボールほか
柘植小学校
　毎週水曜日　放課後から午後６時まで　安全管理員　　２０人
　もちつき・田植え・卓球ほか

対象年齢を持つ保護者は放課後子ども教室よりも、放課
後児童クラブを望んでいる。
継続的な利用者数が児童クラブに必要ですが、現実には
毎年安定した数の確保は難しい。
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進捗率
(％)

その他

放課後子ども教室委託料

初年度備品購入費

平成１９年度 決算内容

安全安心な子どもの居場所が確保され、地域住民との交流が深
まる。

(千円)

運営主体
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132
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社会教育費

　 254

　 (千円)

100

青少年育成費

青少年健全育成事業

放課後子ども教室推進事業

4,546
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　 Σ

放課後子ども教室委託料

総合評価 事業の方向性

9679
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事業の成果を測る指標

参加児童数

評価項目 ポイント
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人件費（Ｂ）

将来地域を担う子どもたちが地域住民との交流を通して地域の文化に触れ、健全な児童の成長を担う事業である。この
事業は国及び県の施策として進めているものであり、県と市との調整など市が関与する必要性は高い。

放課後子ども教室は、児童の安全安心な居場所作りであり、普段児童と地域住民との交流が少ない中、交流促進が図
れる。又、参加児童数も１校あたり２０名程度を目標にしていたが、目標を上回る児童数であった。

教室の活動拠点を学校の空き教室にするものに加え、地区公民館（集会所）を活動場所にする教室が加わり実施は２校
となった。新しい活動形態がスタートした。

国の方針で児童の保険料のみ自己負担となっています。放課後子どもクラブと比べ安価な投資で活動がされます。これ
以上の削減の余地はない。

(千円)
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地方債の区分と充当率等
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放課後子ども教室推進事業

子どもたちの健やかな成長を促す
目

青少年健全育成活動の推進

コード 名            称
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一般会計

教育費
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101

40
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目標
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60 80
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4

Ａ 拡大 保護者には放課後子どもクラブの要望が強い。放課後子ども教室は地域や保護者の熱意に左右される。現状は取り組みにくいがより
一層の事業の情報発信に務めたい。
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直営 指定管理 民間委託等直営 指定管理 民間委託等


